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安全の確保をする上で重要な安全教育について述べ
させていただく．安全を確保する方策として，ハード
的な対策とソフト的な対策があるが，ソフト的な対策
は，安全教育や安全教育により定着させるものが中心
となると考えられる．設備などハードに起因する危険
要因は，設備を使ってゆくうちに明確となり対応され
てゆくため，ハード的な対策は時間経過とともに完了
してゆく傾向がある．しかし，安全教育については，
作業者はしばしば入れ替わってゆき，また一度安全教
育を受けても時間経過とともに人は忘れるという性質
があるため，安全教育は完了することはなく，継続的
におこなってゆく必要がある．実際の事故後の調査な
どで，事故原因として安全教育が不十分だったことが
しばしば指摘されることからもこの重要性が理解でき
る．
このように重要性が高い安全教育であるが，安全教

育に求められることは，大きく分けて以下の 2つであ
ると考えられる．
①安全確保のための知識（ナレッジ）の習得
②安全確保のための技能（スキル）の習得
①の知識については，操作手順書を頭に入れたり，

安全のルール・安全な操作・緊急時対応など知識をマ
ニュアル等に沿って理解することなどが主となる．ま
た，扱っている物質や装置の潜在危険性について知る
ことも意味がある．②の技能については，知識の習得
のみでは対応できない，感覚や体で覚えなければなら
ない事項について必要となる．例えば，配管の振動や
音を感じながらの安全なバルブ操作などは知識を得る
のみでは習得が難しい．また，緊急時の対応や避難な
ども，マニュアルの知識のみでなく事前に訓練で体験
しておくことで対応がより確実なものとなる．
通常は，技能については，OJT（On Job Training）

として業務の中で体験して習得してゆく方法が取られ
るが，安全確保に関する技能については危険現象を体
感しなければならないという難しさがある．一時代前
には，現実の業務の中で様々な危険事象やそれに近い
ヒヤリハット体験を重ねる中で安全技能を習得してゆ
くこともあったが，現在では考えられる危険を排除し
た安全な環境下で作業することが前提となっているた
め，危険体験の機会は大幅に減っている．安全な業務

環境を整備することは当然必須のことであるが，作業
者の安全技能が向上し難いことが問題視されている．
その対策として，危険現象を安全に模擬体感できるよ
うに工夫した体験型安全教育が開発され，既にいくつ
かの施設が運用されている．
また，新たな技術を安全教育に取り込むことも必要

であり，例えば IT技術の安全教育への活用がおこな
われている．知識の習得については，これまでは講習
会 受 講 が 通 常 で あ っ た が，IT 技 術 を 用 い た
E-Learningシステムを安全教育に活用することがし
ばしばおこなわれている．これにより，場所と時間を
問わずいつでも安全教育が受講できるようになり，短
期間で全員の教育受講が可能となり，さらに電子的な
受講管理が可能となる．また，技能講習についても，
バーチャルリアリティーを応用したシステムの検討も
おこなわれている．
今後とも安全教育は，安全の確保の上で大変重要な

事項であると考えられる．上述の安全知識と安全技能
の向上を見据えて，様々な努力を継続してゆく必要が
ある．前述した最近の事例においても，模擬体験や
バーチャルリアリティーでの技能習得効果向上や
E-Learningでの緊張感保持などの課題を解決しなけ
ればならない．時代の変化に合わせ，また種々の新た
な技術を取り入れて，継続的に安全教育をレベルアッ
プしてゆく努力が重要であることを，安全にかかわる
人には頭に入れておいていただきたいと考えている．
ここまでに述べた安全教育は，作業や業務を安全に

遂行するためのいわゆる「安全講習」についての内容
である．しかし，安全教育には，安全講習だけでなく
教養を養うという意味合いも含まれている．現代社会
の構成員として身につけておくべき安全の素養を培う
こと，すなわち，安全の概念やリスクとベネフィット
などをはじめとする安全・安心の考え方を身につけて
もらう安全教育も忘れてはならない．例えば，現代社
会の中では，リスクとベネフィットのバランスを考え
る機会がしばしばあるが，我が国ではまだこのような
バランスで考える考え方があまり認知されていないよ
うに感じる．リスクコミュニケーションが現実にはあ
まりおこなわれていないのもそういった背景と関係が
あると思われる．安全文化の醸成の必要性がよく言わ
れるが，安全文化を築いてゆくには，構成員一人一人
がこのような素養を身につけることが是非とも必要で
あると考えている．
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